
記載例

常滑市制70周年特別記念事業「大規模事業」・「中規模事業」収支予算書

事業名：

〇

区分 項目 積算根拠 金額（円）

市負担金 市負担金 2,300,000 OK

参加負担金 １０千円×１０団体 100,000

自己資金など 100,000

合計 2,500,000 ①

区分 見込額（円）

1,000,000

1,000,000

区分 項目 積算根拠 金額（円）

報償費 講演会講師謝金 150,000

旅費
講演会講師旅費（東京‐常滑）
　＠２２，０００円×２(往復)
　＝４４,０００円

44,000

消耗品費 文具、事務用品等 100,000

印刷製本費

チラシ、リーフレット印刷
　・チラシ印刷
　　＠３０円×３０,０００部
　　＝９００,０００円

　・リーフレット印刷
　　＠４０円×１０,０００部
　　＝４００,０００円

1,300,000

委託料 会場設営委託費一式 800,000

使用料及び賃借料
会場使用料
　＠５０，０００円×２日
　＝１００,０００円

100,000

小計 2,494,000 ②

食糧費

講師昼食
　＠２,５００円
スタッフ昼食
　＠500円×７名

6,000

小計 6,000 ③

②と③の合計 2,500,000 ④

OK

OK

【その他】

【収入の根拠】

市負担金計上額の正否→

補助対象外経費

収入の合計額①と支出の合計額④が等しいか→

市制７０周年〇〇事業

事業区分
←　どちらかに〇をつけてください。

大規模事業
（市負担金が５００万円超の事業）

中規模事業
（市負担金が５００万円以下の事業）

※事業完了後の実績報告において、領収書等の提出が必要となりますので、ご承知おきください。

【収入】

【支出】

合計

補助対象経費

自己資金のほか、
イベント参加費など

の額

収入の欄に、自己資金を含む見込み額を記入した場合は、その金額の内訳や資金調達の
方法を記入してください。

参加者負担金…共同で実施する団体（〇〇の会、〇〇協議会…１０団体）から１０千円（１団体あたり）の支援

事業実施年度（２０２４（令和６）年度）に確保できる可能性があるが、確実性や金額が不
明の補助金があれば、記入してください。

補助金の名称など

〇〇〇補助金（国）
　・補助率：事業費の１／２
　・上限額：1，０００，０００円

市負担金について、大規模事業では2,500万円以下、中規模事業では500万円以下の
金額を記入してください。

補助金

様 式 ３

【チェックボックス】

事業区分と市負担金があっ

ているか

↓

補助金の金額は

含めません。


